
令和６年度 （麻生総合高等学校) 不祥事ゼロプログラムの検証等 

 

○ 課題・目標別実施結果 

課  題 目  標 実施結果と目標の達成状況 

法令遵守意識の向上

（法令の遵守、服務規

律の徹底） 

法令遵守の意識を向上

させ、公務外の非行を

防止する。また、新規

採用職員及び臨時的任

用職員・会計年度任用

職員への指導を徹底す

る。 

「神奈川県公立学校職員の倫理に関する指

針」を配付し、法令遵守、教育公務員とし

ての自覚を再確認し、法令遵守を呼びかけ

た。不祥事防止研修会を実施し、公務員と

しての自覚と倫理意識を持ち行動するよう

意識啓発を行った。会計年度職員に対して

も研修 料や日常の声掛けを通して意識啓発

を行った。 

職場のハラスメント

（パワハラ、セクハ

ラ、マタハラ等）の防

止 

職員同士が互いにしっ

かりとコミュニケーシ

ョンをとり、円滑な人

間関係を築き、良好な

職場環境をつくる。 

月に一度、不祥事防止会議を開催し、職場

環境の点検を行った。全職員が報告・連

絡・相談を心掛け、対応すべき事案に対し

ては即時に組織的対応を行った。人権尊重

の立場から、丁寧な言葉遣いをするように

呼び掛けた。 

児童・生徒に対するわ

いせつ・セクハラ行為

の防止 

何事にも疑義を持たれ

ないよう職員の人権意

識を向上する。 

８月にわいせつ・セクハラ防止の 不祥事防

止研修会を実施し、研修資料の視聴や 生徒

対応を想定した ロールプレイング、自己点

検シートの回答等を通して人権意識を高め

た。全職員が報告・連絡・相談を心掛け、

対応すべき事案に対しては即時に組織的対

応を行った。 

体罰、不適切な指導の

防止 

生徒の人権を尊重し、

体罰や不適切指導を未

然に防止する。 

常に相手の立場に立った言動を心がけると

ともに、指導する際は複数態勢で臨むなど

組織的対応を行い、生徒理解に基づく指導

を徹底した。全職員が報告・連絡・相談を

心掛け、対応すべき事案に対しては即時に

組織的対応を行った。 

入学者選抜、成績処理

及び進路関係書類の作

成及び取扱いに係る事

故防止 

マニュアルに基づき、

点検を確実に行い、入

学者選抜、成績処理及

び進路に係る事故を防

止する。 

定期試験・成績処理・進路関係書類の作成

に関して、作業期間に入る際には担当グル

ープから毎回事故防止を呼び掛けた。成績

処理 マニュアルを改訂し、要点を整理して

使いやすいものとした。入学者選抜に関す

る不祥事防止研修を実施するとともに、入

選 業務には必ず複数態勢で臨み、事故防止

に努めた。 

個人情報等の管理、情

報セキュリティ対策

（パスワードの設定、

誤廃棄防止） 

個人情報の適正管理に

より、流失事故・誤廃

棄を未然に防止する。 

不祥事防止研修資料により個人情報の取扱

いについて注意すべき具体的な事項を再確

認した。書類やデータの整理整頓を励行し

た。 

交通事故防止、酒酔

い・酒気帯び運転防

止、交通法規の遵守 

交通ルール・マナーを

遵守し、違反者を出さ

ない。 

不祥事防止研修において、運転に際する注

意喚起を行い、特に酒酔い・酒気帯び運転

は絶対にしないこと、酒酔い運転の車に同

乗しないことを周知徹底した。 

様式２ 



業務執行体制の確保等

（情報共有、相互チェ

ック体制、業務協力体

制） 

業務執行上の事故を未

然に防止する。 

不祥事防止会議において、グループ や 年

次の業務体制の課題について話し合い、総

括教諭を中心に業務改善を図った。風通し

の良い職場づくりを目指し、日常の情報共

有を進め、何でも相談しやすい雰囲気作り

に努めた。 

財務事務等の適正執行 私費・県費の会計処理

をルールに則り適正に

執行する。 

「神奈川県財務規則」「私費会計基準」に

則った適正な会計処理を徹底した。私費 執

行 業務は 迅速に行うように呼びかけた。 

職員のワークライフバ

ランスの実現と、心身

の健康保持 

教職員の仕事と私生活

のバランスの見直しや

働き方改革を推進す

る。 

デジタル化やデータ上での情報共有を進

め、時間内の仕事の効率 化を図った。業務

が集中しないように管理職や総括教諭が適

宜助言を行い、職員の心身の健康が保持で

きるように努めた。 

 

○令和６年度不祥事ゼロプログラム全体の達成状況と令和７年度に取り組むべき課題 

（学校長意見） 

 達成状況 
・全教職員が人権意識を強く持つことが様々な不祥事の防止につながるという考えのもと、研

修や啓発等に定期的に取り組んだ。 

・報告・連絡・相談がしやすい体制作りを推進し、風通しのよい職場作りに努めた。 

・ヒヤリハット事例を通した具体的な研修により、不祥事防止の方法を共有した。 

 

課題 

 ・自分の担当以外の業務や同僚の様子を知ることにより、未然防止やヒヤリハット発生時の適

切な対処が期待できる。そのためにも業務に関する知識を得るための研修や情報提供、年次や

グループ、職にかかわりなくこれまで以上に活発にコミュニケーションを取る機会を作る。財

務事務や成績処理等に関して、不祥事が起きにくい仕組みの構築する。 

  ・令和７年度はより重点課題を絞ったプログラムを策定して取り組む。 


